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【緒言】 

夏期のトレーニングは一般的に 7～9 月頃ま

で続き、夏期休校中および夏期強化合宿におけ

るトレーニング量の増加に加え、暑熱の影響が

重なり大変過酷である。しかしその中で選手や

スタッフは重大な障害または熱中症に陥る可能

性を理解し、意識し、また予防策を講じている

かは明確になっていない。そこで本研究では、

高校女子バスケットボールチームを対象に、厳

しい暑熱環境におかれる夏期休校中および強化

合宿時の、傷害・熱中症発生に対する意識と予

防策実施状況を明らかにするとともに、強化合

宿での傷害発生状況を明確にし、より安全で効

率の良い強化合宿やトレーニング方法を提案す

ることを目的とした。 

 

【方法】 

 調査対象は8校の高校女子バスケットボール

部に在籍する指導者9名、選手111名、および

学生マネージメントスタッフ11名であった。 

 質問用紙(巻末資料として添付)を用いて、

2009年7月～8月における夏期休校中のトレー

ニングと夏期強化合宿での傷害発生に対する意

識および予防策実施状況に関する調査を行った。

同時に夏期強化合宿における傷害発生状況も調

査した。回答が得られた後、郵送にて質問用紙

を回収し、統計的に処理を行った。 

 

【結果】 

 熱中症に対する知識および意識ともに、選手

で、指導者および学生スタッフと比較して有意

に低く(p<0.01)チーム内で一貫性はなかった。

傷害発生に対する予防策の実施においては、指

導者および選手において水分補給に関する熱中

症予防策の実施率が最も高かった。学生スタッ

フでは具体的な予防策が講じられていなかった。 

 2009 年度に行われた強化合宿中に新規傷害

が10件、既往のある傷害の悪化が15件認めら

れた。選手の主観的傷害発生要因は疲労の蓄積

が最も多く、強化合宿中、トレーニング後の身

体や疲労のケアを念入りに行っていると回答し

た選手が最も多かったことと矛盾する結果であ

り、選手の実施への意識および指導者による選

手・学生スタッフへの指導の不十分さが明らか

になった。 

 

【まとめ】 

 熱中症の知識およびトレーニング中の意識レ

ベルは、選手において指導者・学生スタッフと

比較して有意に低く(p<0.01)、それに伴って予

防策の実施にも差が生じチーム全体で一貫した

予防策の実施には至っていないことが明確にな

った。疲労回復を目的とした練習後のアフター

ケアのみでなく体調管理の面からのウォーミン

グアップをより重視し、特に強化合宿など十分

な管理の行き届く際には、体重や心拍数の記録



といった客観的指標を用いた健康状態のチェッ

クや、ケアの時間をトレーニング時間に組み込

むことも重要である。学生スタッフが担うべき

傷害発生予防策には未だ余地があり、休憩時に

体温上昇を抑制するための用具を備えるなどの

具体的な行動が求められる。選手や学生スタッ

フの知識および意識と、指導者からの指導によ

る一貫した予防策実施によりその効果はさらに

大きくなると考えられる。 


